
郷町教育委員会では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
に基づき、外部評価委員の意見を取り入れながら教育委員会の事務

事業の執行状況について点検及び評価する取り組みを行っています。
　このたび、平成22年度の事務事業についての評価がまとまりましたの
で、その概要をお知らせします。

　はじめに教育委員会内の所管課が評価シートを作成し、内部による評価を行い
ます。この評価内容について、町民や学識経験者で構成された「美郷町教育委員
会外部評価委員会」から客観的な検証と、改善に対する助言等をいただき、総合
評価を行います。評価結果は町議会へ報告し、広報とホームページで公表します。

　「現状のまま維持する」が最も多く「さらに重点化する」と合
わせると８割以上になりました。

　今後は、平成22年度に策定した「美郷町総合計画『後期基本計
画』」に基づき、計画的、効率的に教育行政の推進に努めるとと
もに、この点検・評価システムを取り入れながら『心豊かなま
ち』をめざして、より一層充実した教育活動を展開していきたい
と考えています。
■報告書は町ホームページでご覧いただけます。

　平成22年度の事業においても、おおむね良好な事業執行である
と評価されており、前回までの評価結果を活用し改善を進めた結
果と考えられます。一方で、目標数値や達成度の明記、住民・学
校現場（児童・生徒）の要望を考慮した事業推進、実施現場の確
認などを確実に行い、よりよい事業展開と翌年度以降への反映が
必要であるとの指摘もありました。

保育園施設環境整備事業 A A
看護師配置事業 ― A

中学校施設環境整備事業 A A
給食施設環境整備事業 ー B
就学援助事業 A A

不審者対策事業 B B

一時保育事業 A A

学校適正規模再編事業 A A

放課後児童健全育成事業 A A

スクールバス運行 A A

子育て支援事業 A A

奨学資金事業 A A
学校交流事業 B

A

A
学校生活支援員配置事業

A

A
学力定着度調査 B
ALT招致事業 B B
学力向上実践研究推進事業 ー A
小学校施設環境整備事業 A A
チェンジあきた教育プロジェクト事業 ー A
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学習成果発表事業 ー B
映画鑑賞事業 ー B

文化財発掘事業 ー B

読書環境充実事業 A A

千屋断層保護事業 ー B

ブックスタート事業 B A

社会教育施設環境整備事業 A

文化財保護事業 A B

ニュースポーツ教室等事業 A
冬期スポーツ教室事業

B

B
少年スポーツ振興事業 B B
町民スポーツ大会事業 B B
スポーツ振興事業団補助 B A
スポーツ普及活動支援事業 B B
スポーツ団体間交流事業 ー B
全国高等学校総合体育大会開催事業 ー A
社会体育施設環境整備事業 B A

社
会
教
育
課

社会教育中期推進計画策定事業 ー A
家庭教育事業 B A

青少年健全育成対策事業 A A

青少年教育事業 A A

水を学ぼうプロジェクト事業 B B

成人教育事業 B A
高齢者教育事業 A A
伝統行事等伝承事業 B B
中学生国際交流事業 B B
芸術文化活動事業 A B
成人式事業 B A
学習サークル支援事業 ー A
芸術文化団体支援事業 ー A
舞台芸術等鑑賞事業 ー A

社
会
教
育
課

学
務
課

幼
児
教
育
課

事務事業に関するご意見・お問い合わせ先●町教育委員会　教育総務課　教育総務班　☎0187（84）4914

評価結果の総括

【事業の方向性】 【総合評価】

評価の方法

評価結果の概要

1事業
（2.0%）

5事業
（10.0%）

30事業
（60.0%）

11事業
（22.0%）

事業の縮小を
検討する

3事業
（6.0%）

休止、廃止を
検討する

見直しのうえ
継続する

現状のまま
維持する

さらに
重点化する 成果がほとんど上が

っておらず、抜本的
な見直しが必要

Ｄ
成果が十分に上がっ
ておらず、改善の余
地が多い

Ｃ
優れた取組がいくつ
かあり、成果が上がっ
ている

Ｂ
優れた取組が多く、
十分成果が上がって
いる

Ａ

――18事業（36.0%）32事業（64.0%）

教
育
委
員
会
の

事
務
事
業
の

点
検
・
評
価
を

行
い
ま
し
た

美

必要性について
（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

十分できている
27事業（54.0％）

有効性について
（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

1

2

経済・効率性について
（事務効率化、コスト縮減しているか。）

※「減少」はなし

※「できていない」はなし ※「できていない」はなし

※「できていない」はなし

3
できている

23事業（46.0％）

あまり寄与していない １事業（2.0％） あまりできていない １事業（2.0％）

増加
25事業（50.0％）

横ばい
25事業（50.0％）

十分寄与する
37事業（74.0％）

概ね寄与する
12事業（24.0％）

十分できている
36事業（72.0％）

できている
13事業（26.0％）

　すべての事業で「Ａ」または「Ｂ」となり、『優れた取り組み
があり、成果が上がっている』と評価されました。さらに、昨年
度「Ｂ」と評価された事業のうち「Ａ」に上がった事業が６事業
あり、そのうち２事業は外部評価委員会で変更されたものです。

目標達成度について
（計画どおりに目標を達成できたか。）4
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日時●10月29日（土）  午後１時30分～
場所●美郷町公民館

入場
無料

【日程】
午後１時
午後１時30分

午後２時

午後２時50分

午後４時

第４回水環境マイスター養成講座（最終回）
テーマ：「水の不思議」

講　師：秋田大学大学院工学資源学研究科助教　網田 和宏 氏
日時●10月15日（土）　午後１時30分～午後４時30分
場所●中央ふれあい館（旧清水苑）
申込期限●10月11日（火）
申込方法●電話でお申し込みください。

　今年度最後の講座です。講座の
修了者には水の郷シンポジウムで
修了証書が授与されます。

受付開始・開場
開会
・水環境マイスター養成講座修了証書授与
・水辺写真コンクール表彰
・水に関する読書感想文表彰
・水に関する読書感想文入選作品紹介
水環境学習モデル校による取り組み発表
　千畑南小学校、千畑中学校
基調講演　「水の上の人生」
　講師　西木正明 氏（作家・秋田大学客員教授）
閉会

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

西木正明 氏
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